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 江戸時代の儒学者、佐藤一斎は生涯学習の価値をつぎのように

述べました： 

 少にして学べば、則ち壮にして為すこと有り。 

 壮にして学べば、則ち老いて衰えず。 

 老いて学べば、則ち死して朽ちず。 

人生 100 歳超時代を迎えつつある一方で、グローバル化や自動化の進行に伴い産業構造

が大きく変わりつつあるいま、生涯学習の必要性が従前に増して高まっています。 

 ユネスコ 21 世紀教育国際委員会も生涯学習を重視し、それを支える 4 本の柱として、 

Learning to know 
Learning to do 
Learning to live together 
Learning to be 

の四つを提唱しました。 

 Learning to know、日進月歩の科学技術をキャッチアップできる基礎を鍛えることや、ソ

クラテスのように、知らないということを知ること、一生通用する勉強のし方を身につける

ことが肝要です。 

 Learning to do、やがて何かを為す、そのためには、 skill（技能）だけでなく、competence

（資質、力量、器）を培うことも求められます。 

 Learning to live together、異なる意見、言語、文化、宗教等をもつ人びとと相互に理解し

合い、未来社会の平和と繁栄に貢献してほしいと思います。    

 Learning to be、これがいちばんむつかしい学びです。自分がもつ美的、科学的、社会的、

文化的なポテンシャルを探り、それらを活かして、人生の生き方と社会におけるあり方を追

求することです。 

 さらに付け加えていいますと、生涯学習ですから、Learning to learn、学び方を学ぶこと

も重要です。 

 この便覧は、生涯学習の根幹が形成される 4 年間の学生生活を支えるルール、サービス、

サポートを紹介するものです。これらを活用し、また、教育・事務職員や先輩、同級生さら

には地域や世界の人びととの交流を通じて、皆さん一人ひとりが、充実した学生時代を過ご

されるよう念願してやみません。 
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授業日 試験（補講・試験予備）日 休業日 夏季・冬季・春季休業日等

入学宣誓式　　　　　　　　　　　　　　　    4/2(日) 後期授業開始　　　　　　　　　　　　      　9/27(水)

新入生オリエンテーション　  4/3(月)・4/4(火) 後期履修登録期間　　    　9/27(水)～10/10(火)

新入生きずな合宿（日帰り） 4/5(水)  10/20(金)･21(土)

健康診断 新１年,生産2～4年 4/6(木) 大学入学共通テスト　設営日　　　      1/12(金)

健康診断 保健2～4年,国際2～4年,大学院 4/7(金) 大学入学共通テスト　　　　　 1/13(土)・14(日)

前期授業開始　　　　　　　　　　　　　　 4/10(月) 学位記授与式※ 3/23(土)

前期履修登録期間　　　　  4/10(月)～4/21(金)

オープンキャンパス　　　　　　　 7/15(土)

5 11

令和５年度学年暦

前期 後期

4 10

6 12

7
1

8
2

  ※北陸新幹線小松駅開業の影響で日程変更となる場合があります。

9 3

授業回数 授業回数

大学祭（準備日含む）
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Ⅱ 学生への連絡方法 
１ 大学からの連絡 

   学生に対する連絡は、すべて掲示又は「公立小松大学ポータルサイト」（ポータルと

もいう）によって行われます。掲示及びポータルを見落したために不利益が生じても救

済されないので、常に見るよう習慣づけてください。掲示場所は中央キャンパス 2 階ホ

ールのほか、各キャンパスの事務室付近に設けられています。主な掲示事項は、以下の

とおりです。 

   ・授業及び試験等の時間割等の公示 

・休講・補講等の通知 

・講義室・時間帯等の変更 

・履修登録・成績通知等に関する通知 

・授業料免除・奨学金等に関する通知 

・提出物・期限等に関する通知 

・学生個人に対する呼び出し 

・その他、公示・通知・連絡等 

  ○公立小松大学ポータルサイト 

 大学から学生を特定して事務連絡（例えば落し物のお知らせ等）をすることがあり

ます。掲示板と同様に頻繁に見るようにしてください。履修登録もこのシステムを利

用して行うので、詳細については p.6 をご覧ください。 

公立小松大学ポータルサイト URL  ＜https://unipa.komatsu-u.ac.jp/uprx/＞ 

  ○電話及びメールでの照会 

    各種問い合わせや掲示されている事項に関する電話及びメールでの照会には一切

応じません。登学の上、中央キャンパス学生課又は各キャンパス事務室で「自分で確

認する」ことが大切です。 

 

２ 学生個人への学外からの連絡 

   学外からの学生に対する電話等の呼び出しや郵便物及び宅配便等は、取り継ぎしま

せん。家族、友人及びアルバイト先等にその旨を必ず周知しておいてください。 

 

３ 緊急時の連絡 

   台風の接近等、不測の事態が生じた場合の授業・学期末試験等の休講の連絡、大学構

内での不審者の出没、窃盗及びわいせつ行為による学生の被害者や加害者を出さない

ための情報等、学生に対する迅速な情報提供及び注意喚起をするための連絡について

も、掲示又はポータルを通して行います。またこの他に、災害が発生または災害が発生

する恐れがある場合のために緊急通報・安否確認システムも導入し、年 2 回配信・回答

の訓練を行っています。 

3 
 

Ⅲ 諸証明、諸手続 
１ 学生証 

    公立小松大学の学生であることを証明する大切なものです。呈示を求められたとき 

は、すぐに呈示できるように常に携帯し、紛失しないでください。 

○有効期限 

  有効期限は、修業年限と同じ４年です。留年・休学等により有効期限切れになった

場合は、学生課で新しい学生証と交換してください。 

○学生証の返還 

・退学・除籍で学籍を失ったときは、学生証を返還してください。 

・再交付を受けた後、前の学生証が見つかったときは前の学生証を返還してください。 

 ○呈示・使用 

  ・図書館で本を借りるとき 

・一部の授業および定期試験を受ける際の出席管理として 

・定期健康診断を受けるとき 

・一部の建物の入退館の際にカードキーとして 

・本学教職員から要求されたとき 

等に、提示・使用します。 

   ○取扱の注意 

折れ曲がらないようケース等に入れ、丁寧に扱ってください。また、磁気情報が記

録されているとともに IC チップが埋め込まれているので磁気に近づけない、強い衝

撃を与えない等取扱いには十分注意をしてください。 

   ○再交付 

     紛失や盗難にあった時は、直ちに学生課に届け出て、再交付の手続きをしてくだ

さい。紛失又は破損の場合は、交付手数料（実費：5,000 円程度）が必要です。手続

後、約２週間で再交付します。 

 

２ 各種証明書 

      各種証明書は、各キャンパス事務室での申請が必要です。日数に余裕を持って早めに 

申請してください。詳細は、下記の URL をご覧ください。 
     在学生の証明書発行について URL ＜https://www.komatsu-u.ac.jp/campuslife/procedure/＞ 

 

３ 諸手続・届出 

     早目の手続・届出を心がけてください。手続きが遅れたために生じる不利益は救済さ

れません。取扱場所は、各キャンパス事務室です。 
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事   項 
必 要 書 類  

発行される証明書 
備    考 

学生証紛失 学生証再交付願  

証明書に関すること 学校学生生徒旅客運賃割引証  

在学証明書  

成績証明書  

卒業見込証明書 卒業年次に発行可能 

卒業証明書 卒業後に発行可能 

健康診断証明書 健康診断を全項目受診した者 

休学 休学届 ２ヶ月以上修学を中止したい者 

退学 退学届  

復学 復学届 休学期間中に復学したい場合 

留学 留学届  

改姓・改名 改姓名届  

現住所、連絡先の変更 身上異動届  

授業料免除 授業料免除申請書類  

奨学金申請 申請書類  

奨学金継続 継続願  

奨学金の返還 預金口座振替依頼書  

課外活動団体設立 学生団体設立届出書  

正課中・通学中のけが  学生教育研究災害傷害保険 

事故発生後 30 日以内 課外活動中のけが  

 

ア．氏名、住所、電話番号、携帯メールアドレス等の変更 

     学生身上書で届け出た本人、保護者等の内容を変更した場合は、速やかに学生課 

    窓口に申し出て、「身上異動届」を受け取って提出してください。 

イ．休 学 

     疾病その他やむを得ない理由により、２ヶ月以上修学することができないとき 

は、本人の願い出により、休学をすることができます。必ず休学届を提出してくだ 

さい。休学期間は、通算して４年を超えることができません。また、休学の期間は 

在学年数に算入しませんので、休学をした場合卒業時期が延びることになります。 

ウ．復 学 

   休学期間中に復学しようとする者は、復学届を提出してください。復学の時期は、 

原則として学期の始めとします。 

エ．退 学 

     退学とは、課程を修めて卒業するに至らないうちに学生の身分を失うことです。 

5 
 

学業を継続することが困難となったときは、本人の願い出により、学長に届け出 

るものです。退学しようとするときは、必ず退学届を提出してください。 

オ．除 籍 

     本学では、次の者について教授会の議を経て学長が除籍します。 

(1) 授業料の納付を怠り督促を受けてもなお納付しない者 

(2) 所定の年限に達して、なお卒業の認定を得られない者 

(3) 所定の休学期間を越えてなお復学しない者 

    (4) 疾病その他の理由により成業の見込みがない者 

 

Ⅳ 授業科目の履修 
１ 授業科目 

   本学の授業科目は、概ね共通教育科目と専門教育科目に分けられ、この２つが並行し

て開講され、学生は原則として２年次前期までは中央キャンパスで行われる授業を受

けます。 

   なお、授業は講義室等で行われますが、場合によってはオンラインで行うこともあり

ます。 

   共通教育科目は全学年を通じて開講されますが、学年が進むにつれて専門教育科目

と重なる時間帯が増えてきます。したがって、授業科目の履修は、履修上の制限事項を

十分に理解した上で、しっかりした履修方針と年次計画を立てることが必要です。 

   学年は前期と後期の２学期に分けられ、前期又は後期で完結する科目と、前期・後期

にわたり開講される科目があります。 

   共通教育科目、専門教育科目の履修方法は「履修案内」でそれぞれ説明されているの

で熟読してください。 

また、授業科目の詳細はシラバスで確認してください。シラバスは公立小松大学ポー

タルサイトで確認できます。 

 

２ 授業時間 

   授業時間は次のとおりです。 

時限 授業時間帯 

１時限  8：45 ～ 10：15 

２時限 10：30 ～ 12：00 

３時限  13：00 ～ 14：30 

４時限  14：45 ～ 16：15 

５時限  16：30 ～ 18：00 

    ※粟津キャンパスのみ、１時限 9:00～10:30、２時限 10:40～12:10 です。 

 



4 
 

事   項 
必 要 書 類  

発行される証明書 
備    考 

学生証紛失 学生証再交付願  

証明書に関すること 学校学生生徒旅客運賃割引証  

在学証明書  

成績証明書  

卒業見込証明書 卒業年次に発行可能 

卒業証明書 卒業後に発行可能 

健康診断証明書 健康診断を全項目受診した者 

休学 休学届 ２ヶ月以上修学を中止したい者 

退学 退学届  

復学 復学届 休学期間中に復学したい場合 

留学 留学届  

改姓・改名 改姓名届  

現住所、連絡先の変更 身上異動届  

授業料免除 授業料免除申請書類  

奨学金申請 申請書類  

奨学金継続 継続願  

奨学金の返還 預金口座振替依頼書  

課外活動団体設立 学生団体設立届出書  

正課中・通学中のけが  学生教育研究災害傷害保険 

事故発生後 30 日以内 課外活動中のけが  

 

ア．氏名、住所、電話番号、携帯メールアドレス等の変更 

     学生身上書で届け出た本人、保護者等の内容を変更した場合は、速やかに学生課 

    窓口に申し出て、「身上異動届」を受け取って提出してください。 

イ．休 学 

     疾病その他やむを得ない理由により、２ヶ月以上修学することができないとき 

は、本人の願い出により、休学をすることができます。必ず休学届を提出してくだ 

さい。休学期間は、通算して４年を超えることができません。また、休学の期間は 

在学年数に算入しませんので、休学をした場合卒業時期が延びることになります。 

ウ．復 学 

   休学期間中に復学しようとする者は、復学届を提出してください。復学の時期は、 

原則として学期の始めとします。 

エ．退 学 

     退学とは、課程を修めて卒業するに至らないうちに学生の身分を失うことです。 

5 
 

学業を継続することが困難となったときは、本人の願い出により、学長に届け出 

るものです。退学しようとするときは、必ず退学届を提出してください。 

オ．除 籍 

     本学では、次の者について教授会の議を経て学長が除籍します。 

(1) 授業料の納付を怠り督促を受けてもなお納付しない者 

(2) 所定の年限に達して、なお卒業の認定を得られない者 

(3) 所定の休学期間を越えてなお復学しない者 

    (4) 疾病その他の理由により成業の見込みがない者 

 

Ⅳ 授業科目の履修 
１ 授業科目 

   本学の授業科目は、概ね共通教育科目と専門教育科目に分けられ、この２つが並行し

て開講され、学生は原則として２年次前期までは中央キャンパスで行われる授業を受

けます。 

   なお、授業は講義室等で行われますが、場合によってはオンラインで行うこともあり

ます。 

   共通教育科目は全学年を通じて開講されますが、学年が進むにつれて専門教育科目

と重なる時間帯が増えてきます。したがって、授業科目の履修は、履修上の制限事項を

十分に理解した上で、しっかりした履修方針と年次計画を立てることが必要です。 

   学年は前期と後期の２学期に分けられ、前期又は後期で完結する科目と、前期・後期

にわたり開講される科目があります。 

   共通教育科目、専門教育科目の履修方法は「履修案内」でそれぞれ説明されているの

で熟読してください。 

また、授業科目の詳細はシラバスで確認してください。シラバスは公立小松大学ポー

タルサイトで確認できます。 

 

２ 授業時間 

   授業時間は次のとおりです。 

時限 授業時間帯 

１時限  8：45 ～ 10：15 

２時限 10：30 ～ 12：00 

３時限  13：00 ～ 14：30 

４時限  14：45 ～ 16：15 

５時限  16：30 ～ 18：00 

    ※粟津キャンパスのみ、１時限 9:00～10:30、２時限 10:40～12:10 です。 

 



6 
 

３ 履修手続 

本学では、履修登録等をコンピュータで一括処理しているため、期限に遅れたり、手

続ミスがあったりするとその学期は履修できなくなるので、十分注意してください。 

その学期に開講される科目で単位認定を希望する科目は、集中講義も含め、すべて履

修登録が必要です。以下に順を追って示します。 

① 履修希望科目を決定 

・共通教育科目、専門基礎科目、専門科目、その他科目ともに、シラバスや履修案内

をよく読んで、履修上の制限事項や重複する時間がないことを確認し、その学期の

履修希望科目を決めます。 

② 履修希望科目を登録 ≪指定する期日までに必ず行うこと≫ 

次のとおりインターネットを利用して履修登録を行います。 

・本学公式ホームページの「公立小松大学ポータルサイト」からアクセス 

公立小松大学ポータルサイト URL  ＜https://unipa.komatsu-u.ac.jp/uprx/＞ 

・自分の ID とパスワードを入力しログイン。 

・（初回のみ）パスワードの変更、メールアドレスの登録、スマートフォンアプリの

インストールを行う。 

・画面上部の「履修登録」タブをクリックする。 

・時間割表の「追加」ボタンをクリックし、履修を希望する科目にチェックを入れ、 

 「確定」ボタンをクリックする。 

・登録したい科目を全て追加した後、「最終確認へ」をクリックし、登録内容を確認 

する。エラー表示が出ている場合は、入力内容を修正の上、「提出」ボタンをクリ 

ックする。 

   ・「履修登録が完了しました」と表示されれば登録完了です。 

※履修登録は、履修登録期間中であれば何度でも変更可能。 

※以上については、p.７の「４ 履修登録の手引き」を必ず確認の上、利用してくだ

さい。 

③ 登録内容の確認と訂正 ≪指定する期日までに必ず行うこと≫  

・「学生時間割表」に表記された科目以外は、共通教育科目、専門科目、その他の科

目ともに、出席状況、定期試験受験等に関係なく一切単位認定されないので、登録

内容が正しいか確認してください。 

・科目の履修希望者が上限を超えた場合は抽選となります。抽選結果は必ず確認して

ください。 

・登録内容に誤りがある場合や、追加・変更したい科目がある場合は、履修登録期間

内にポータル上で追加・変更作業を行ってください。 

④ 履修登録状況を確認 

・履修登録期間終了後、ポータルから必ず自分の履修登録状況を確認してください。 
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履修登録の流れ 
 

① 履修希望科目を決定 

共通教育科目、専門基礎科目、専門科目、その他の科目ともに、シラバスや履修案内をよ

く読んで、履修上の制限事項や重複する時間がないことを確認し、履修したい科目を決定

してください。 

 

② 履修希望科目を登録 《指定する期日までに必ず行うこと》 

「公立小松大学ポータルサイト」にアクセスし、履修登録を行ってください。 

公立小松大学ポータルサイト URL ＜https://unipa.komatsu-u.ac.jp/uprx/＞ 

 

 

 

 

  

 

 

４ 履修登録の手引き 

前述の履修手続については、公立小松大学ポータルサイトを利用して行います。以下

の登録方法に従い、必ず「学生時間割表」ページを参照し、単位認定を希望する科目に

間違いがないか確認しなければなりません。 

・ 必ず毎学期、掲示板等で指示する期間内に登録しなければなりません。 

・ 履修登録期間には注意してください。 

〇操作方法が分からない場合、中央キャンパスの事務室に申し出てください。 

※受付時間 平日９：00～17：00 

なお、電話やメール等での登録等は受け付けません。 

 
 
 
 
 

③ 登録内容の確認と訂正 《指定する期日までに必ず行うこと》 

登録内容に誤りがある場合や、追加・変更したい科目がある場合は、履修登録期間内にポ

ータル上で加除訂正作業を行ってください。 

④ 履修登録状況の確認 

履修登録期間終了後、ポータルから必ず自分の履修登録状況を確認してください。 
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履修登録方法 
 
① 公立小松大学ポータルサイトにアクセスする 

公立小松大学ポータルサイト URL ＜https://unipa.komatsu-u.ac.jp/uprx/＞ 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

公立小松大学のＨＰへアクセス 
https://www.komatsu-u.ac.jp/ 

↓ 

「在学生の方へ」 

↓ 

「学内システム」 

↓ 

「公立小松大学ポータルサイト」 

をクリック 

個人の ID・パスワードを入力し

ログイン。 
スマートフォンの場合は「こち

ら」からログイン。 
※スマートフォンを使用する場

合、「こちら」からアクセスしな

いと、うまくサイトが機能しない

ことあります。 

画面の該当する項目に ID 及びパスワードを入力し、ログインボタンを押してください。

ID は学籍番号、パスワードは生年月日となっています。 
なお、パスワードの生年月日は西暦で入力し年月日は「/（スラッシュ）」で区切ってく

ださい。 
（例：2003 年 4 月 10 日生の場合 2003/4/10 と入力します。） 
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② パスワードの変更を行う 

 

 
③  メールアドレスを登録する 

 

初めてアクセスする場合は、パスワードを変更してください。 
画面上部のメニューから「パスワード変更」をクリックすると、パスワード変更画面に

移動します。パスワードを入力後、確定ボタンをクリックするとパスワードの変更が完

了します。 
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④ ポータルサイト スマートフォンアプリのインストール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業等に関する連絡は、ポータルの掲示だけでなく、各自が設定したメールアドレス

（PC 及び携帯）にも届きます。 
画面右上の「setting」ボタンをクリックし、メールアドレスの登録を行ってください。 

受信先のメールアドレスを入力後「追加」ボタンをクリックしてアドレスを追加し、さ

らに「保存」をクリックすれば登録は完了です。 
受信先のメールアドレスに変更があった場合は、同様の登録を行ってください。 

App store (iPhone) 
Google Play (Android) 等のアプリケー

ションストアを開き”UNIPA”で検索し

てポータルサイトのスマートフォンア

プリをインストールする。 

iOS(iPhone)の場合 UNIPA アプリの通

知の許可・不許可について確認が表示さ

れますので、「許可」をタップしてくだ

さい。講義の補講や休講等の大学からの

お知らせがプッシュ通知で送られてく

るようになります。 
Android の場合は確認無しで通知が許

可されます。 
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URL の入力が求められるため、公立小

松大学ポータルサイトの URL を入力し

て「次へ」をタップします。 
https://unipa.komatsu-u.ac.jp/uprx/ 
 
ログイン ID・パスワードはポータルサ

イトと同じです。 

以上でログイン完了です。 
左上のアイコンからメニューを開けま

す。 
アプリからは時間割や掲示（大学からの

お知らせ）を閲覧できます。 
履修登録をする場合は「スマホサイト

へ」をタップしてポータルサイトにアク

セスしてください。 
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⑤ 履修登録する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上部メニューの「履修関

連」から「履修登録」を

クリックします。 

履修登録画面まで進むと

図のような時間割表が表

示されます。 

「追加」をクリックする

と、その時限に履修登録

可能な科目が表示される

ので、履修を希望する科

目にチェックを入れて

「確定」をクリックして

ください。 
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科目が登録されました。こ

のように履修したい科目を

選択していきます。 
全て登録し終わったら、「最

終確認へ」をクリックして

ください。 

登録内容に間違いのないこ

とを確認して「提出」をクリ

ックしてください。 
エラーがあった場合は赤色

で表示されますので、修正

してから「提出」してくださ

い。 

「履修登録が完了しまし

た」と表示されれば登録完

了です。 
登録内容は履修登録期間内

であればいつでも訂正でき

ます。 
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⑥  時間割表を確認する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部メニューの「履修関連」

から「学生時間割表」をクリ

ックすると、自分の時間割

表を閲覧できます。 
紙に印刷するか、スクリー

ンショットを保存しておく

ことを推奨します。 
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ポータルサイトと履修登録に関する FAQ 

 

Q１．ポータルサイトに対応しているブラウザは何ですか。 

A．次のブラウザに対応しています。 

Microsoft Edge 

Mozilla Firefox 

Google Chrome 

 

Q２．大学からのメールに添付ファイルがついてないのですが。 

A．ポータルサイトにメールアドレスを登録している場合、大学からのお知らせの度に 

通知メールが送信されます。これは通知のみのメールなので、添付ファイルを確認す 

るには、ポータルサイトへログインして確認する必要があります。 

 

Q３．大学からのメールが配信される際に、スマ―トフォンの UNIPA アプリとメール 

アプリから二重にプッシュ通知が表示されて煩わしい。 

A．プッシュ通知はいずれか１つが有効になっていれば十分ですので、片方を無効にし 

てください。 

 

Q４．自宅から履修登録できますか。 

A．履修登録は、学外・学内を問わずインターネットに接続できる環境であれば、どの 

パソコンからでもポータルサイトにログインし、履修登録が行えます。 

 

Q５．集中講義とは何ですか。集中講義はどうやって履修登録すればよいですか。 

A．集中講義とは、主に夏休み等の休業期間中に数日間の短期集中で授業を実施する科 

目です。通常の科目と同様に、履修登録期間にポータルサイトから履修登録できます。 

例えば８月の夏休み期間に実施する集中講義であっても、他の科目とともに学期の 

   当初の履修登録期間にポータルサイトで履修登録する必要がありますので注意して 

ください。 

 

Q６．１年生の科目は、２年生になると履修登録できなくなるのですか。 

A．２年生以降も履修登録は可能です。 
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５ 試験の実施 

 科目担当教員が成績評価のために実施する試験には必ず出席しなければなりません。

ただし、疾病、事故その他やむを得ない理由があって欠席した場合には医師の診断書又

はやむを得ない理由を証明する書類を添え、当該試験終了後１週間以内に担当の教員

の許可を得た後に追試験願いを学生課に提出し、追試験を受験することができます。 

 

６ 成績通知 

（１）本人への通知 

成績通知は、掲示で指示するオリエンテーション等で「学業成績通知表」を交

付することで行います。 

学業成績通知表上の評語は、S・A・B・C、不可、保留の評価となります。こ

のほか、授業科目又は履修形態等によっては、「合」又は「認定」の評語とする

ことがあります。 

単位の認定は、S・A・B・C 又は合・認定の評価を得た授業科目に対してのみ

行います。各評語の標準評価は、S：100 点～90 点以上、A：90 点未満～80 点以

上、B：80 点未満～70 点以上、C：70 点未満～60 点以上、不可：60 点未満によ

り行います。保留となっている科目の成績の通知は次学期まで延期されます。そ

のため、保留となった授業科目の単位認定を希望する場合は、次学期当初に科目

担当教員に申し出て指示を受けることが必要です。 

なお、各授業科目によって異なる評価方法を用いる場合があるので、シラバス

等により確認してください。「学業成績通知表」には入学時からの履修科目の評

価がすべて記載されています。 

   提示された評価結果について、疑義がある場合は「学業成績通知表」交付日よ

り原則として２週間以内に学生課に申し出てください。 

（２）保護者への通知 

保護者の方との連携により、学生への適切な修学指導を行うことを目的とし

て、皆さんの成績を保護者の方へ通知することとしています。 

 （社会人学生、外国人留学生、休学中の学生を除く。） 

  前期成績・・・11 月中旬 

  後期成績・・・６月中旬 
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７ 卒業に必要な単位 

所属する学科で定められた単位は、すべて修得しなければ卒業できません。理由の 

いかんを問わず、１単位不足しても留年となりますから注意してください。 

次に学科ごとの卒業に必要な単位数を示しますが、履修や単位修得上の要件がある

ので、交付された履修案内、便覧、掲示等を注意して読み必ず理解してください。 

 

学科名 
共通教育 

科目 

専門基礎 

科目 
専門科目 卒業単位数 

生産システム科学科 37 20 67 
124 単位 

以上 

看護学科 

看護師課程 31 25 72 
128 単位 

以上 

保健師課程 

※選択制 
31 25 90 

146 単位 

以上 

臨床工学科 31 46 55 
132 単位 

以上 

国際文化交流学科 37 14 76 
127 単位 

以上 

 

 

Ⅴ 学内無線 LANの利用 
公立小松大学の各キャンパス内では学内無線ネットワークサービス（Wi-Fi）が利用可能

です。初めて利用する際には、ユーザ名とパスワードの入力が必要となりますので、次ペー

ジの説明を参考に接続してください。PC・スマートフォン・タブレット等種類を問わず複

数台登録できます。 
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無線 LANへの接続＜Windowsの場合＞ 

① タスクトレイからネットワークアイコンを左クリック 

 
※ネットワークアイコンは接続状態により変わります。 
 
 
 
 
 
 

 
② 無線ネットワーク”BLUE”を選択し「接続」を左クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 接続を続けるか確認が表示されるため、さらに「接続」を左クリック 
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無線 LANへの接続＜Windowsの場合＞ 

① タスクトレイからネットワークアイコンを左クリック 

 
※ネットワークアイコンは接続状態により変わります。 
 
 
 
 
 
 

 
② 無線ネットワーク”BLUE”を選択し「接続」を左クリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 接続を続けるか確認が表示されるため、さらに「接続」を左クリック 
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④ ユーザ名とパスワードを入力し[OK]を左クリック 
 

※ユーザ名は学籍番号を入力 
※パスワードは初年度オリエンテーション時に配付

するパスワードを入力 
 
 
 
 
 

⑤ 接続完了 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線 LANへの接続＜スマートフォン-Android-の場合＞ 

① 端末の"設定"メニューより"ネットワークとインターネット"を開く 
 
 

※各機種により設定メニューを開く操作は異なるた

め、不明な場合はご利用の端末の操作説明書等を参

照してください。 
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② "Wi-Fi"から"BLUE"を開く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ 以下の情報を入力し"接続"を選択 

 
EAP 方式： PEAP 
フェーズ２認証： MSCHAPv2 
CA 証明書：検証しない 
ID: XXXXXXXX 
パスワード: YYYYYYYY 
※ユーザ名は学籍番号を入力 
※パスワードは初年度オリエンテーション時に配付

するパスワードを入力 
 
 
 

 
 

 
④ 接続完了 

 
"BLUE"に"接続済み"と表示されれば接続完了 
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無線 LANへの接続＜スマートフォン-iPhone-の場合＞ 

① 端末の"設定"メニューより"Wi-Fi"を開く 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② "Wi-Fi"から"BLUE"を開く 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ユーザ名とパスワードを入力し[接続]を選択 
 
※ユーザ名は学籍番号を入力 
※パスワードは初年度オリエンテーション時に配

付するパスワードを入力 
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④ "証明書"が表示されたら、右上の[信頼]を選択 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤ 接続完了 

 
"BLUE"にチェックマークが表示されれば接続完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 授業料 
１ 授業料 

   授業料は、年額 585,800 円（2023 年度 前期分 292,900 円、後期分 292,900 円）です。

なお、在学中に授業料が改定された場合には、改定時から新しい授業料が適用されます。 

 

２ 授業料預金口座振替制度 

 本学の授業料の納入方法は、入学後の前期分授業料については、振込依頼書による振

込になります。後期分授業料からの納入方法は、「預金口座振替制度」となります。預

金口座振替制度とは、本学が指定する金融機関に学生等の預金口座を開設していただ

き、その預金口座から前・後期の授業料を指定日に自動的に口座振替し、本学に納入す

る方法です。必ず７月末までに指定金融機関又はゆうちょ銀行にて口座振替の手続き

を行ってください。 

  後期授業料の口座振替日は 10 月 25 日となります。 

なお、次年度以降の口座振替日は前期：４月 25 日、後期：10 月 25 日です。（振替日
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が土、日、祝日の場合は翌営業日に振替） 

   振替日前日までに、必ず届出をした預金口座に入金しておいてください。「預金口座

振替制度」について、分からないときは、事務室（TEL：0761-41-6700）へ問い合わせ

てください。 

 

３ 授業料減免 

大学等における修学の支援に関する法律に基づき、住民税非課税世帯およびそれに

準ずる世帯の学生に授業料減免の支援を行います。支援を受けるには、高校在学時また

は大学へ入学後に日本学生支援機構に給付奨学金の申し込みを行い、対象者となるこ

とが条件となります。給付奨学金の申し込みがない場合、授業料減免を受けることが出

来ないことがあります。 

大学入学後、新たに支援を希望する者は、学生課が開催する説明会に出席し、期限ま

でに申請書等を中央キャンパス事務室へ提出してください。 

また、支援対象者には修得単位数や学業成績に一定の要件が設定され、それらの要件

を満たさない場合には支援が打ち切られることがあります。 

 

Ⅶ 奨学金 
 本学で取り扱っている奨学金には、日本学生支援機構、地方公共団体及び民間団体の奨学

金があります。奨学生となるには、主に学業成績が優秀で、学資支弁が困難である者等の要
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を踏まえ、学生が安心して学べるよう、「給付」または「貸与」する制度です。 
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種別 通学 貸与月額 貸与期間 

 

貸与 

第一種 

(無利子) 

自宅 20,000 円、30,000 円、45,000 円 

貸与開始月から

卒業の最短年月

までの期間 

自宅外 
20,000 円、30,000 円、40,000 円、
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第二種 

(有利子) 
― 
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23 
 

が土、日、祝日の場合は翌営業日に振替） 

   振替日前日までに、必ず届出をした預金口座に入金しておいてください。「預金口座

振替制度」について、分からないときは、事務室（TEL：0761-41-6700）へ問い合わせ

てください。 

 

３ 授業料減免 

大学等における修学の支援に関する法律に基づき、住民税非課税世帯およびそれに

準ずる世帯の学生に授業料減免の支援を行います。支援を受けるには、高校在学時また

は大学へ入学後に日本学生支援機構に給付奨学金の申し込みを行い、対象者となるこ

とが条件となります。給付奨学金の申し込みがない場合、授業料減免を受けることが出

来ないことがあります。 

大学入学後、新たに支援を希望する者は、学生課が開催する説明会に出席し、期限ま

でに申請書等を中央キャンパス事務室へ提出してください。 

また、支援対象者には修得単位数や学業成績に一定の要件が設定され、それらの要件

を満たさない場合には支援が打ち切られることがあります。 

 

Ⅶ 奨学金 
 本学で取り扱っている奨学金には、日本学生支援機構、地方公共団体及び民間団体の奨学

金があります。奨学生となるには、主に学業成績が優秀で、学資支弁が困難である者等の要

件を満たす必要があり、選考の上、決定されます。 

 

１ 日本学生支援機構 

 経済的理由で修学が困難な優れた学生に学資の貸与を行い、また、経済・社会情勢等

を踏まえ、学生が安心して学べるよう、「給付」または「貸与」する制度です。 
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  注２ 貸与奨学金（第一種・第二種）は、卒業後、決められた期間内に返還する義務が 
あります。 

 
２ 地方公共団体及び民間団体 

 地方公共団体及び民間団体等の奨学制度の募集が大学にあった場合は、その都度掲

示板でお知らせします。 
 
Ⅷ 相談教員制 
 本学では、相談教員制度を設けています。 

相談教員（アカデミック･アドバイザー）とは学生個々の指導を担当し、教科の履修、健

康、就職等の学生生活に関する問題について相談相手となる制度です。 

 
Ⅸ 健康管理 

保健管理センターは中央キャンパス２階、粟津キャンパスと末広キャンパスの 1 階にそ

れぞれ設置されています。開室時間は、平日８：30～17：00 です。 
センターには保健師・看護師が常駐し、必要に応じて応急処置や健康相談等を行います。 

年に数回の学校医来学日には、医師に相談することができます。 

また、定期健康診断やインフルエンザ集団予防接種の実施、「ほけかんだより」で季節に

合ったトピックや感染予防等の様々な健康情報を発信している他、専門のカウンセラーに

よる学生相談を実施しています。 

 

１ 定期健康診断 

年に一度、４月の指定日に学校保健安全法に基づき定期健康診断を実施します。検

査項目は尿検査、身長・体重測定、視力・聴力検査、血圧測定、内科診察、胸部レン

トゲン検査です。この他、新入生には血液検査を行います。 

定期健康診断の事後指導として、学校医の指示のもと血圧と尿の再検査や、医療機

関への受診が必要な学生には連絡をしますので、すみやかに対応してください。 

 なお、その年の定期健康診断を受診しない学生や再検査を受けていない学生は、健

康診断証明書の交付を受けることができません。 

 

２ 学生相談 

専門のカウンセラーによる学生相談を実施しています。勉強、進路、就職、アルバ

イト、家族や友人、自分の性格等大学生活の中でのいろいろな悩みについて一緒に考

えます。相談内容についての秘密は厳守します。利用には事前に予約申込が必要です。 

 

 

25 
 

○相談日   原則月曜日・火曜日・水曜日・木曜日（試験期間および長期休業期間 

を除く） 

○時間    原則 13：00～18：00（１回 45～50 分） 

○相談員   臨床心理士・公認心理師 

○申込方法  各キャンパスの保健管理センターへ来室あるいは電話かメールで申し 

込んでください。 

 

３ 健康相談・応急手当 

受診についての相談や、軽いケガ等の応急手当が必要な時は、開室時間に各キャン

パスの保健管理センターに来室してください。健康相談は電話やメールでも受け付け

ます。 

 

４ 感染症対策 

（１）登学時、体温測定、手洗い（手指消毒）、マスクの着用を推奨しています。発熱等

の体調不良時には、まず電話かメールで保健管理センターに相談し、自己判断での

登学は控えてください。 

（２）インフルエンザ予防接種は、全学生にお勧めしています。学内では 11～12 月頃に

集団予防接種を予約制で実施しますので、活用してください。 

（３）インフルエンザにかかった時の出席停止期間（学校保健安全法施行規則第 18 条・

19 条による）は、『発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するま

で』となります。公欠ではなく欠席となります。 

（４）調査票・証明書の提出について 
入学時に、学生の心身の健康状態を把握するための「健康調査票」、予防接種歴を把握

するための麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎に関する「調査票」または「証明書」を提

出してください。健康調査票以外の提出書類は学部により異なりますので、次を参照して

ください。 

 

 【生産システム科学部】 

「４種の感染症（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）にかかる予防接種調査票」を

記載のうえ、提出してください。なお、留学やインターンシップ等の前には、必要な予

防接種を個別に勧奨することがあります。 

  

【保健医療学部】 

医療機関が記載した「４種の感染症（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）予防接種

等にかかる証明」を提出してください。B 型肝炎については、入学後に集団予防接種と

抗体検査を実施しますので、３回接種済みの方は、入学後に申し出てください。 
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  注２ 貸与奨学金（第一種・第二種）は、卒業後、決められた期間内に返還する義務が 
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よる学生相談を実施しています。 

 

１ 定期健康診断 
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【国際文化交流学部】 

「４種の感染症（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）にかかる予防接種調査票」を

記載のうえ、提出してください。なお、留学やインターンシップ等の前には、必要な予

防接種を個別に勧奨することがあります。 

 

（５）感染症と診断された時の連絡方法 

①感染症と診断された場合には、必ず保健管理センターへ電話またはメールで連絡し 

てください。不在時には学生課に連絡してください。学校保健安全法に基づき感染症の 

種別によっては出席停止となります。 

 

 

              連絡                （センター不在時） 

               

 

                        

                     

 

 

                           （必要時）            

 

 

 

②電話またはメールでは、氏名・所属学科とともに、下の内容を知らせてください。 

･感染症名（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、麻疹、風疹、水痘、流行性 

耳下腺炎、ノロウイルス感染症、感染性胃腸炎、はやり目等） 

･主な症状（発熱、倦怠感、咳、咽頭痛、悪寒、頭痛、腹痛、嘔吐、下痢、皮膚症状等） 

･症状が出た日 

･医療機関への受診状況（受診先、医師からの指示の内容 ＊登学可能時期についての

指示を医師から受けてください）  

･必ず連絡が取れる電話番号 

 

Ⅹ 保 険・年 金 
１ 学生教育研究災害傷害保険（略称：「学研災」）       

学生教育研究災害傷害保険は、学生が「国内外における教育研究活動中の急激かつ偶

然な外来の事故」または「通学中の事故・学校施設等相互間の移動中に発生した事故」

によって、身体に傷害を被った場合の救済のため、全国の大学・短期大学の学生を対象

学生または保護者 

保健管理センター 
☎ 0761-48-3255（中央ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-48-3115（粟津ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-48-3160（末広ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
Mail:health@komatsu-u.ac.jp 

学生課 
☎ 0761-23-6610（中央ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-41-6700（粟津ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-41-6800（末広ｷｬﾝﾊﾟｽ） 

 科目担当教員 
相談教員・担任教員（必要時） 
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【国際文化交流学部】 

「４種の感染症（麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎）にかかる予防接種調査票」を

記載のうえ、提出してください。なお、留学やインターンシップ等の前には、必要な予

防接種を個別に勧奨することがあります。 
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①感染症と診断された場合には、必ず保健管理センターへ電話またはメールで連絡し 

てください。不在時には学生課に連絡してください。学校保健安全法に基づき感染症の 

種別によっては出席停止となります。 

 

 

              連絡                （センター不在時） 

               

 

                        

                     

 

 

                           （必要時）            
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･主な症状（発熱、倦怠感、咳、咽頭痛、悪寒、頭痛、腹痛、嘔吐、下痢、皮膚症状等） 

･症状が出た日 

･医療機関への受診状況（受診先、医師からの指示の内容 ＊登学可能時期についての

指示を医師から受けてください）  

･必ず連絡が取れる電話番号 

 

Ⅹ 保 険・年 金 
１ 学生教育研究災害傷害保険（略称：「学研災」）       

学生教育研究災害傷害保険は、学生が「国内外における教育研究活動中の急激かつ偶

然な外来の事故」または「通学中の事故・学校施設等相互間の移動中に発生した事故」

によって、身体に傷害を被った場合の救済のため、全国の大学・短期大学の学生を対象

学生または保護者 

保健管理センター 
☎ 0761-48-3255（中央ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-48-3115（粟津ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-48-3160（末広ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
Mail:health@komatsu-u.ac.jp 

学生課 
☎ 0761-23-6610（中央ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-41-6700（粟津ｷｬﾝﾊﾟｽ） 
☎ 0761-41-6800（末広ｷｬﾝﾊﾟｽ） 

 科目担当教員 
相談教員・担任教員（必要時） 
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とし、公益財団法人日本国際教育支援協会が取り扱っている補償制度です。 

 

（１）加入手続及び保険期間 

①加入手続 

本学では、大学負担により全員加入しますので、特に手続は必要ありません。 

②保険期間 

入学日から４年間となります。 

 

（２）保険料と保険期間（所定の修業年限） 

基本となる保険及び通学中等傷害危険担保特約及び接触感染予防特約について

は、本学で負担します。 

学 部 保険期間 保 険 料 

生産システム科学部 

国際文化交流学部 
４年間 

3,300円 

保健医療学部 3,370 円 

 

（３）保険金の種類と金額 

担 保 範 囲 死亡保険金 後遺障害保険金 医療保険金 
入院加算金 

(180 日を限度) 

正課中、 

学校行事中 
2,000 万円 

120 万円 

～3,000 万円 

治療日数 1日以上が対象： 

3,000 円～30 万円 

１日につき 

4,000 円 

上記以外および

課外活動以外で

学校施設内にい

る間 

1,000 万円 
60 万円 

～1,500 万円 

治療日数 4日以上が対象： 

6,000 円～30 万円 
通学中 

学校施設等 

相互間の移動中 

大学に届け出た 

課外活動中 

治療日数 14 日以上が対象： 

3 万円～30 万円 

注 入院加算金は、医療保険金に関係なく、入院 1日目から支払われます。 
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（４）保険金請求手続きについて 

正課中、学校行事中、学校施設内にいる間、通学中、学校施設等相互間の移動

中、大学に届け出た課外活動中に事故があった場合は、学生課に届け出てくださ

い。事故発生後 30日以内に届出がない場合は保険金が支払われないことがありま

す。 

 

（５）その他 

保険契約については、入学時の学部オリエンテーションで配付する「学生教育研

究災害傷害保険のしおり」に記載されていますので、各自で確認してください。 

参考：（公財）日本国際教育支援協会のホームページ ＜http://www.jees.or.jp/＞ 

 

２ 国民年金への加入 

日本に住んでいる 20 歳から 60 歳までのすべての人は、国民年金に加入しなければ 

なりません。20 歳になったら住民登録をしている市区町村の国民年金担当窓口で必ず 

手続きしてください。国民年金の保険料を納めることが困難な場合には、社会人になっ 

てから保険料を納めることとした学生納付特例制度があります。この届出をしないと 

ケガや病気等で障害を負っても、障害年金は支給されませんので注意してください。届 

出は各キャンパスの窓口でも提出することができます。 

 

Ⅺ 安全上の注意 
１ 節度ある消費生活 

学生ローン、クレジットカード及び消費者金融等を利用する場合は、自己の支払能力 

を十分認識し必要最小限の利用にとどめ、節度ある消費生活に努めてください。 

 

２ 悪徳商法、宗教等の勧誘 

    学生は、社会経験が少ないため悪徳商法の標的にされやすいようです。街頭で勧誘さ 

れても、毅然とした態度で「要らない」と意思表示をし、住所や携帯電話番号等の個 

人情報をむやみに外部に漏らさないように注意してください。困ったことがあれば一 

人で悩まず身近な教職員や専門の相談機関に相談してください。 

 

３ 薬物の乱用防止 

 薬物の乱用は、乱用者の身体、生命に危害を及ぼすのみならず、家庭を崩壊させ、社 

会の秩序を乱す等計り知れない影響を及ぼします。このため、薬物を所持・使用するこ 

とが法律で厳しく規制されており、違反した場合には薬物事犯として懲役に処せられ 

ます。 

  また、危険ドラッグも大変危険で違法な薬物です。既に規制されている麻薬や覚醒剤 
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の化学構造を少しだけ変えた物質が含まれており、体への影響は麻薬や覚醒剤と変わ 

りません。それどころか、麻薬や覚醒剤より危険な成分が含まれていることもあります。 

「お香」「バスソルト」「ハーブ」「アロマ」等目的を偽装して販売され、デザインさ 

れたパッケージはおしゃれに見えるかもしれませんが、「合法」や「安全」とはほど遠 

い、恐ろしい薬物です。 

薬物乱用の甘い誘いには気をつけるとともに誘われても断る勇気を持ってください。 
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Ⅻ 公立小松大学学則 
 

公立小松大学学則 
 

 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 組織（第３条～第９条） 

第３章 学年、学期及び休業日（第10条～第12条） 

第４章 修業年限及び在学年限（第13条・第14条） 

第５章 入学（第15条～第23条） 

第６章 教育課程等（第24条～第30条） 

第７章 休学、転学、留学、退学等（第31条～第36条） 

第８章 卒業及び学位（第37条・第38条） 

第９章 賞罰（第39条・第40条） 

第10章 授業料等（第41条） 

第11章 研究生、科目等履修生、聴講生等（第42条～第47条） 

第12章 受託研究及び共同研究（第48条） 

第13章 公開講座（第49条） 

第14章 学生寮（第50条） 

第15章 雑則（第51条） 

附則 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 公立小松大学（以下「本学」という。）は、広く知識を授け、深く専門の学芸

を教授研究することにより、地域と世界で活躍する人間性豊かなグローカル人材を育

成するとともに、地域との共創による教育研究を通じ、地域への貢献と社会の発展に

寄与することを目的とする。 

（自己評価等） 

第２条 本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するた

め、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。 

２ 前項に規定する点検及び評価の項目並びに実施体制等に関し必要な事項は、別に定

める。 
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第２章 組織 

（学部、学科及び定員） 

第３条 本学に次の学部を置く。 

 (1) 生産システム科学部 

 (2) 保健医療学部 

 (3) 国際文化交流学部 

２ 前項各号に掲げる学部に置く学科、入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 収容定員 

生産システム

科学部 

生産システム

科学科 
80人 320人 

保健医療学部 
看護学科 50人 200人 

臨床工学科 30人 120人 

国際文化交流

学部 

国際文化交流

学科 
80人 320人 

 （大学院） 

第３条の２ 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に、次に掲げる研究科及び専攻を置く。 

 サステイナブルシステム科学研究科 

（修士課程） 

    生産システム科学専攻 

    ヘルスケアシステム科学専攻 

    グローカル文化学専攻  

３ 前項に掲げる専攻の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

 専攻 入学定員 収容定員 

生産システム科学専攻 15人 30人 

ヘルスケアシステム科学専攻 3人 6人 

グローカル文化学専攻 3人 6人 

４ 大学院に関し必要な事項は、別に定める。 

 （附属施設） 

第４条 本学に、次の附属施設を置く。 

 (1) 附属図書館 

 (2) 国際交流センター 

 (3) 保健管理センター 

 (4) キャリアサポートセンター 

 (5) 地域連携推進センター 

２ 前項各号に掲げる附属施設に、館長又はセンター長を置く。 
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第２章 組織 
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 （附属施設） 

第４条 本学に、次の附属施設を置く。 

 (1) 附属図書館 
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２ 前項各号に掲げる附属施設に、館長又はセンター長を置く。 
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３ 館長又はセンター長は、附属施設に関する校務をつかさどる。 

４ 第１項各号に掲げる附属施設に関し必要な事項は、別に定める。 

 （職員） 

第５条 本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員その他必要な職員

を置く。 

２ 本学に、副学長を置くことができる。 

３ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

４ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

５ 学部に学部長を置き、当該学部の教授をもって充てる。 

６ 学部長は、学部に関する校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

 （事務局） 

第６条 本学に、事務局を置く。 

２ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 （名誉教授） 

第７条 本学において学長、教授、准教授、講師及び助教として多年勤務した者であっ

て、教育上又は学術上特に功績のあった者に対し、名誉教授の称号を授与することが

できる。 

２ 名誉教授の称号の授与に関し必要な事項は、別に定める。 

 （客員教員） 

第８条 本学に、客員教員を置くことができる。 

２ 客員教員に関し必要な事項は、別に定める。 

 （教授会） 

第９条 学部に、教授会を置く。 

２ 教授会は、学部の専任の教授をもって組織する。ただし、必要に応じて、准教授そ

の他の専任教員を加えることができる。 

３ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第３章 学年、学期及び休業日 

 （学年） 

第10条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

 （学期） 

第11条 学年を次の２期に分ける。 

 前期 ４月１日から９月30日まで 

 後期 10月１日から翌年３月31日まで 

 （休業日） 

第12条 次に掲げる日は、授業を行わない日（以下「休業日」という。）とする。ただ



33 
 

し、学長が必要と認めるときは、臨時に休業し、又は休業日に授業を行うことができ

る。 

 (1) 日曜日及び土曜日 

 (2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

 (3) 春季休業日 

 (4) 夏季休業日 

 (5) 冬季休業日 

２ 前項第３号から第５号までの休業日は、学長が定める。 

 

第４章 修業年限及び在学年限 

 （修業年限） 

第13条 本学の修業年限は、４年とする。 

 （在学年限） 

第14条 学生は、８年を超えて在学することができない。ただし、第20条から第22条ま

での規定により入学した学生又は第33条第１項の規定により転学部若しくは転学科

した学生は、第23条により定められた在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて

在学することができない。 

 

第５章 入学 

 （入学の時期） 

第15条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、第20条から第22条までの規定によ

り入学する場合は、学期の始めとすることができる。 

 （入学資格） 

第16条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

 (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により

これに相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者

で文部科学大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外

教育施設の当該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科

学大臣が定める日以後に修了した者 

(6) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条第４号の規定により文

部科学大臣の指定した者 
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(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による文部科

学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定

による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）による大学入

学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同

等以上の学力があると認めた者で、18歳に達したもの 

 （入学の出願） 

第17条 本学に入学を志願する者（以下「入学志願者」という。）は、所定の期日まで

に、本学所定の書類を学長に入学検定料を納めたことを証する書類を添えて出願しな

ければならない。 

 （入学者の選考） 

第18条 入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。 

 （入学手続及び入学許可） 

第19条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、入学

手続に関する書類を提出するとともに、所定の入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定による入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学） 

第20条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者で本学への編入学を志願する者があ

るときは、欠員の状況等を勘案し、選考の上、相当年次への入学を許可することがで

きる。 

 (1) 大学を卒業した者又は大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

 (2) 短期大学、高等専門学校を卒業した者 

 （転入学） 

第21条 学長は、他の大学又は短期大学（以下「他の大学等」という。）に在学してい

る者で本学への転入学を志願する者があるときは、欠員の状況等を勘案し、選考の上、

相当年次への入学を許可することができる。 

 （再入学） 

第22条 学長は、本学を退学した者で再入学を志願するものがあるときは、欠員の状況

等を勘案し、選考の上、相当年次への入学を許可することができる。 

 （編入学、転入学又は再入学した者の既修得単位数の取扱い等） 

第23条 前３条の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び修得し

た単位数の取扱い並びに在学すべき年数については、教授会の議を経て、学長が決定

する。 

 

第６章 教育課程等 

 （授業科目及び履修方法等） 
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第24条 本学が開設する授業科目並びに各授業科目の必修又は選択の区分及び単位数

は、別表のとおりとする。 

２ 前項に定めるもののほか、学生が修得すべき単位並びに授業科目の配当年次その他

授業科目の履修に関し必要な事項は、別に定める。 

 （単位の計算方法） 

第25条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業

時間外に必要な学修等を考慮して、次に掲げる基準により計算するものとする。 

 (1)  講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲内で学長が定める時間

の授業をもって１単位とする。 

 (2)  実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲内で学長が定め

る時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業研究の授業科目の単位の計算方法については、これ

に必要な学修等を考慮して学長が定める。 

（履修科目の登録の上限） 

第26条 各学部は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要

件として学生が修得すべき単位数について、学生が１年間又は1学期に履修科目とし

て登録することができる単位数の上限を定めるものとする。 

２ 各学部は、その定めるところにより、所定の単位を優れた成績をもって修得した学

生については、前項に規定する単位数の上限を超えて履修科目の登録を認めることが

できる。 

 （単位の授与及び成績の評価） 

第27条 授業科目を履修し、その試験等に合格した者には所定の単位を与える。 

２ 試験等の成績は，「Ｓ」、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」及び「不可」の評語をもって表し、Ｓ、

Ａ、Ｂ及びＣを合格とし、不可を不合格とする、ただし、授業科目又は履修形態等に

よっては、合格を「合」又は「認定」の評語とすることがある。 

第28条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学等との協定に基づき、学生に当

該他の大学等の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、教授会の議を経て、

60単位を超えない範囲で卒業の要件となる単位として認めることができる。 

３ 前２項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合において準用する。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第29条 学長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学若しくは高等専門学

校の専攻科における学修又は大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）第29条第１項

の規定により文部科学大臣が定める学修を本学における授業科目の履修とみなし、単

位を与えることができる。 
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(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による文部科

学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定

による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）による大学入

学資格検定に合格した者を含む。） 

(8) その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同

等以上の学力があると認めた者で、18歳に達したもの 

 （入学の出願） 

第17条 本学に入学を志願する者（以下「入学志願者」という。）は、所定の期日まで

に、本学所定の書類を学長に入学検定料を納めたことを証する書類を添えて出願しな

ければならない。 

 （入学者の選考） 

第18条 入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。 

 （入学手続及び入学許可） 

第19条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、入学

手続に関する書類を提出するとともに、所定の入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定による入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学） 

第20条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者で本学への編入学を志願する者があ

るときは、欠員の状況等を勘案し、選考の上、相当年次への入学を許可することがで

きる。 

 (1) 大学を卒業した者又は大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

 (2) 短期大学、高等専門学校を卒業した者 

 （転入学） 

第21条 学長は、他の大学又は短期大学（以下「他の大学等」という。）に在学してい

る者で本学への転入学を志願する者があるときは、欠員の状況等を勘案し、選考の上、

相当年次への入学を許可することができる。 

 （再入学） 

第22条 学長は、本学を退学した者で再入学を志願するものがあるときは、欠員の状況

等を勘案し、選考の上、相当年次への入学を許可することができる。 

 （編入学、転入学又は再入学した者の既修得単位数の取扱い等） 

第23条 前３条の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び修得し

た単位数の取扱い並びに在学すべき年数については、教授会の議を経て、学長が決定

する。 

 

第６章 教育課程等 

 （授業科目及び履修方法等） 
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第24条 本学が開設する授業科目並びに各授業科目の必修又は選択の区分及び単位数

は、別表のとおりとする。 

２ 前項に定めるもののほか、学生が修得すべき単位並びに授業科目の配当年次その他

授業科目の履修に関し必要な事項は、別に定める。 

 （単位の計算方法） 

第25条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業

時間外に必要な学修等を考慮して、次に掲げる基準により計算するものとする。 

 (1)  講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲内で学長が定める時間

の授業をもって１単位とする。 

 (2)  実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲内で学長が定め

る時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業研究の授業科目の単位の計算方法については、これ

に必要な学修等を考慮して学長が定める。 

（履修科目の登録の上限） 

第26条 各学部は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要

件として学生が修得すべき単位数について、学生が１年間又は1学期に履修科目とし

て登録することができる単位数の上限を定めるものとする。 

２ 各学部は、その定めるところにより、所定の単位を優れた成績をもって修得した学

生については、前項に規定する単位数の上限を超えて履修科目の登録を認めることが

できる。 

 （単位の授与及び成績の評価） 

第27条 授業科目を履修し、その試験等に合格した者には所定の単位を与える。 

２ 試験等の成績は，「Ｓ」、「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」及び「不可」の評語をもって表し、Ｓ、

Ａ、Ｂ及びＣを合格とし、不可を不合格とする、ただし、授業科目又は履修形態等に

よっては、合格を「合」又は「認定」の評語とすることがある。 

第28条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学等との協定に基づき、学生に当

該他の大学等の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、教授会の議を経て、

60単位を超えない範囲で卒業の要件となる単位として認めることができる。 

３ 前２項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合において準用する。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第29条 学長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学若しくは高等専門学

校の専攻科における学修又は大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）第29条第１項

の規定により文部科学大臣が定める学修を本学における授業科目の履修とみなし、単

位を与えることができる。 
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２ 前項により与えることができる単位数は、教授会の議を経て、前条第２項（同条第

３項において準用する場合を含む。）の規定による単位数と合わせて60単位を超えな

いものとする。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第30条 学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に他の大学等又

は外国の大学もしくは短期大学で履修した授業科目について修得した単位（科目等履

修生として修得した単位を含む。）を、教授会の議を経て、本学における授業科目の

履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項により修得したものとみなすことのできる単位数は、編入学、転入学等の場合

を除き、第28条第２項（同条第３項において準用する場合を含む。）および前条第２

項の規定による単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

 

第７章 休学、転学、留学、退学等 

 （休学） 

第31条 疾病その他特別の理由により引き続き２月以上修学することができない学生

は、学長の許可を受けて期間を定めて休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は、期間を

定めて休学を命ずることができる。 

３ 前２項の期間（以下「休学期間」という。）は、１年以内とする。ただし、学長が特

別の理由があると認める場合は、１年を限度として休学期間を延長することができる。 

４ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

５ 休学期間は、第14条に規定する在学年限及び第37条に規定する在学すべき年数に算

入しない。 

６ 休学期間中にその理由が消滅したときは、学生は、学長の許可を受けて復学するこ

とができる。 

７ 休学期間が満了したときは、学生は、復学するものとする。 

 （転学） 

第32条 他の大学等へ入学又は転学しようとする者は、学長の許可を受けなければなら

ない。 

 （転学部及び転学科） 

第33条 学長は、他の学部に転学部又は同一学部の他の学科に転学科しようとする者が

あるときは、欠員の状況等を勘案し、選考の上、これを許可することができる。 

２ 前項の規定による許可を受けた者の既に履修した授業科目及び修得した単位数の

取扱い並びに在学すべき年数については、教授会の議を経て、学部長が決定する。 
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 （留学） 

第34条 外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は、学長の許可を受けて

留学することができる。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は、第14条に規定する在学年限及び第37条に規定

する在学すべき年数に算入することができる。 

 （退学） 

第35条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

 （除籍） 

第36条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者を、教授会の議を経て、除籍するこ

とができる。 

 (1) 授業料の納付を怠り、督促を受けてもなお納付しない者 

 (2) 第14条に規定する在学年限を越える者 

 (3) 第31条第４項の休学期間を超えてなお復学しない者 

 (4) 死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者 

 

第８章 卒業及び学位 

 （卒業） 

第37条 学長は、本学に４年（第20条から第22条までの規定により入学した学生又は第

33条第１項の規定により転学部若しくは転学科した学生にあっては、それぞれ第23条

又は第33条第２項の規定により定められた在学すべき年数）以上在学し、所定の教育

課程を修了した者に対して、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

 （学位の授与） 

第38条 学長は、卒業を認定した者に対して、学士の学位を授与する。 

２ 学位の授与に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第９章 賞罰 

 （表彰） 

第39条 学長は、学生として表彰に値する行為があった者を、教授会の議を経て、表彰

することができる。 

 （懲戒） 

第40条 学長は、この学則その他の規程に違反し、又は学生としての本分に反する行為

をした者を、教授会の議を経て、懲戒することができる。 

２ 懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 (2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 
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２ 前項により与えることができる単位数は、教授会の議を経て、前条第２項（同条第

３項において準用する場合を含む。）の規定による単位数と合わせて60単位を超えな

いものとする。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第30条 学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に他の大学等又

は外国の大学もしくは短期大学で履修した授業科目について修得した単位（科目等履

修生として修得した単位を含む。）を、教授会の議を経て、本学における授業科目の

履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項により修得したものとみなすことのできる単位数は、編入学、転入学等の場合

を除き、第28条第２項（同条第３項において準用する場合を含む。）および前条第２

項の規定による単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

 

第７章 休学、転学、留学、退学等 

 （休学） 

第31条 疾病その他特別の理由により引き続き２月以上修学することができない学生

は、学長の許可を受けて期間を定めて休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は、期間を

定めて休学を命ずることができる。 

３ 前２項の期間（以下「休学期間」という。）は、１年以内とする。ただし、学長が特

別の理由があると認める場合は、１年を限度として休学期間を延長することができる。 

４ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

５ 休学期間は、第14条に規定する在学年限及び第37条に規定する在学すべき年数に算

入しない。 

６ 休学期間中にその理由が消滅したときは、学生は、学長の許可を受けて復学するこ

とができる。 

７ 休学期間が満了したときは、学生は、復学するものとする。 

 （転学） 

第32条 他の大学等へ入学又は転学しようとする者は、学長の許可を受けなければなら

ない。 

 （転学部及び転学科） 

第33条 学長は、他の学部に転学部又は同一学部の他の学科に転学科しようとする者が

あるときは、欠員の状況等を勘案し、選考の上、これを許可することができる。 

２ 前項の規定による許可を受けた者の既に履修した授業科目及び修得した単位数の

取扱い並びに在学すべき年数については、教授会の議を経て、学部長が決定する。 
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 （留学） 

第34条 外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は、学長の許可を受けて

留学することができる。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は、第14条に規定する在学年限及び第37条に規定

する在学すべき年数に算入することができる。 

 （退学） 

第35条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

 （除籍） 

第36条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者を、教授会の議を経て、除籍するこ

とができる。 

 (1) 授業料の納付を怠り、督促を受けてもなお納付しない者 

 (2) 第14条に規定する在学年限を越える者 

 (3) 第31条第４項の休学期間を超えてなお復学しない者 

 (4) 死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者 

 

第８章 卒業及び学位 

 （卒業） 

第37条 学長は、本学に４年（第20条から第22条までの規定により入学した学生又は第

33条第１項の規定により転学部若しくは転学科した学生にあっては、それぞれ第23条

又は第33条第２項の規定により定められた在学すべき年数）以上在学し、所定の教育

課程を修了した者に対して、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

 （学位の授与） 

第38条 学長は、卒業を認定した者に対して、学士の学位を授与する。 

２ 学位の授与に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第９章 賞罰 

 （表彰） 

第39条 学長は、学生として表彰に値する行為があった者を、教授会の議を経て、表彰

することができる。 

 （懲戒） 

第40条 学長は、この学則その他の規程に違反し、又は学生としての本分に反する行為

をした者を、教授会の議を経て、懲戒することができる。 

２ 懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

 (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 (2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 
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 (3) 正当な理由がなくて出席が常でない者 

 (4) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

第10章 授業料等 

 （授業料等） 

第41条 本学の入学検定料、入学料及び授業料の額並びに徴収方法は、別に定める。 

 

第11章 研究生、科目等履修生、聴講生等 

 （研究生） 

第42条 学長は、本学において特定の専門事項について研究することを志願する者があ

るときは、本学の教育に支障のない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可

することができる。 

 （科目等履修生） 

第43条 学長は、本学において特定の授業科目を履修することを志願する者があるとき

は、本学の教育に支障のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を許可

し、単位を認定することができる。 

 （聴講生）    

第44条 学長は、本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるとき

は、本学の教育に支障のない場合に限り、選考の上、聴講生として受講を許可するこ

とができる。 

 （特別聴講学生）  

第45条 学長は、他の大学等の学生で本学において授業科目を聴講することを志願する

者があるときは、当該他の大学等との協議に基づき、特別聴講学生として受講を許可

し、単位を設定することができる。 

 （外国人留学生） 

第46条 学長は、外国人で本学に留学を志願する者があるときは、第３条第２項の規定

にかかわらず、選考の上、外国人留学生として入学を許可することができる。 

 （研究生等に関する規定） 

第47条 研究生、科目等履修生、聴講生、特別聴講学生及び外国人留学生に関し必要な

事項は、別に定める。 

 

第12章 受託研究及び共同研究 

 （受託研究及び共同研究） 

第48条 本学の学術研究に資するため、受託研究及び共同研究を行うことができる。 

２ 受託研究及び共同研究に必要な事項は、別に定める。 
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第13章 公開講座 

 （公開講座） 

第49条 本学に公開講座を開設することができる。 

２ 公開講座に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第14章 学生寮 

 （学生寮） 

第50条 本学に、学生寮を置く。 

２ 学生寮に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第15章 雑則 

 （委任） 

第51条 この学則に定めるもののほか、この学則の施行に関し必要な事項は、別に定め

る。 

 

附 則  

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。  

２ 令和４年３月31日に在籍する者については、なお従前の例による。 

 

附 則  

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。  

２ 令和５年３月31日に在籍する者については、なお従前の例による。ただし、別に定

める細則により、改訂科目の履修を以て従前の科目を履修したものとすることができ

る。 

 




